
1990年 出上の木簡

奈
良
。東
大
寺
旧
境
内

さ

ん

し

ゃ

三
社
池

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
雑
司
町
字
三
社

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
五
月
を
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
今
尾
文
昭

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
園
池
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
世
紀
を
現
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

三
社
池
は
、
東
大
寺
東
南
院
に
付
属
す
る
池
で
、
『
東
大
寺
諸
伽
藍
略
録
』

に
は
東
南
院
主
聖
珍
法
親
王
の
時
に
庭
前
の
池
に
三
社
託
宣
の
名
号
が
顕
現
し

た
と
あ
る
。
す
で
に
鎌
倉
末
期

に
は
池
は
存
在
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
『
東
大
寺
寺
中
寺
外
惣
絵

図
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
江
戸

時
代
の
絵
図
に
も
東
大
寺
南
大

門
の
外
側
東
南
に
は
小
池
が
描

か
れ
て
い
る
。
池
は
形
を
変
え

な
が
ら
も
現
在
に
つ
づ
く
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
、
付
近

一
帯
に
対
す
る
奈
良
県
の
公
園
整
備
事
業
の
事
前
緊
急
調
査
と
し
て
行
な
っ
た

も
の
で
、
池
の
西
側
を
中
心
と
す
る
約
六
四
〇
ポ
を
調
査
し
た
。

調
査
の
結
果
、
過
去
三
時
期
に
わ
た
る
池
の
輪
郭
が
あ
ら
わ
れ
た
。
当
初
の

池
の
汀
線
は
、
現
在

（調
査
時
点
）
の
池
か
ら

一
二
ｍ
あ
ま
り
西
側
に
あ
り
、
直

線
的
に
約
二
〇
ｍ
つ
づ
く
。
池
の
西
南
隅
か
ら
は
吉
城
川
に
向
か
う
排
水
溝
が

開
削
さ
れ
て
い
る
。
池
は
肩
部
か
ら
中
央
に
向
か
っ
て
地
山
を
整
形
し
た
緩
や

か
な
勾
配
を
示
し
、
洲
浜
風
を
意
図
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
排
水
溝

の
と
り
つ
き
付
近
に
小
砂
利
の
敷
設
が

一
部
あ

っ
た
が
、
調
査
範
囲
の
中
で
敷

石
を
施
し
た
り
、
景
石
を
配
し
た
り
し
た
痕
跡
は
な
い
。
池
内
部
の
堆
積
層
位

内
に
は
、　
〓

一世
紀
前
後
の
上
師
器
皿

・
瓦
器
椀
が
主
体
と
な

っ
て
含
ま
れ
る
。

隣
接
の
石
組
井
戸
内
に
は

一
一
世
紀
代
の
黒
色
土
器
椀
の
出
土
も
あ
る
。
調
査

成
果
に
よ
る
な
ら
ば
、
池
の
開
削
時
期
は
、
平
安
時
代
末
期
以
前
に
さ
か
の
ぼ

る
可
能
性
が
高
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

紹
介
の
卒
塔
婆
は
、
当
初
の
池
の
最
終
堆
積
層
の
上
面
で
検
出
し
た
も
の
で

あ
る
。
合
計
七
点
あ
り
、
お
よ
そ
頭
頂
を
南
に
揃
え
た
よ
う
な
状
態
で
出
上
し

，．た
。卒

塔
婆
に
は
い
ず
れ
も
頭
部
に
梵
字
が
記
さ
れ
、
そ
の
下
に
仏
画
が
描
か
れ

て
い
る
が

（挿
図
参
照
）、
そ
れ
ら
は
省
略
し
、
下
端
に
あ
る
供
養
の
願
文
の
み

を
釈
文
と
し
て
掲
げ
る
。
な
お
、
番
号
は
発
掘
調
査
時
の
と
り
あ
げ
順
に
よ
っ

て
い
る
。

(奈 良)
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1990年出上の木簡

耐事
尊
像
者
也
・

□
順

天
正
六
年
七
戸
十
六
日
一　
清
□
触
」

⑦
　
。
「
相
当
真
兼
法
印
百
日

□
奉
塔
口

一
基
供
養
乃
□

日
□
口
□

善
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二
己

天
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六
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□
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□
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延
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名

南
無
観
自
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」
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庶

寓
μ

「
相
当
興
兼
順
教
房
法
印
初
七
日

同
日
日
日
川
日
日
日
日
□
起
立

卒
塔
婆
は
七
点
と
も
ほ
ぼ
同
形
同
大
で
、
す
べ
て
中
ほ
ど
の
左
右

・
下
半
中

央
に
釘
穴
が
み
ら
れ
る
。
建
築
部
材
も
同

一
面
で
検
出
し
て
お
り
、
検
出
の
卒

塔
婆
は
卒
塔
婆
堂
の
壁
面
を
構
成
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
大
型

の
卒
塔
婆
は
、
民
俗
例
で
は

「絵
塔
婆
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
初
七
日
か
ら

三
十
三
年
忌
ま
で
の
各
忌
日
に
十
三
仏
信
仰
に
と
も
な
う
追
善
供
養
に
用
い
ら

れ
た
。

本
例
で
は
順
教
房
法
印
の
初
七
日
に
不
動
明
王

（③
）
、　
二
七
日
に
釈

迦
如
来

（①
）
の
絵
尊
像
が
描
か
れ
て
お
り
、
十
三
仏
信
仰
に
則
っ
た
卒
塔
婆

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
ω
０
０
の
順
荻
房
法
印
は
、
『
多
聞
院
日
記
』
に
名
が
み
え
る
。
『多
聞

院
日
記
』
に
は
順
荻
房
法
印
の
葬
礼
、
三
五
日
、
百
力
日
、　
一
回
忌
に
関
わ
る

記
述
が
あ
り
、
出
土
卒
塔
婆
の
供
養
願
文
の
年
月
日
と
合
致
す
る
。
従

っ
て
卒

塔
婆
に
記
さ
れ
た
人
物
は
、
『
多
聞
院
日
記
』

の
興
福
寺
僧
順
教
房
法
印
と
同

一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。　
さ
ら
に
東
大
寺
真
言
院
境
内
に
は
、

「順

教
房
法
印
」
の
銘
の
あ
る
背
光
形
五
輪
塔
が
現
存
し
て
お
り

（後
掲
）
、
出
上
の

卒
塔
婆
は
こ
の
五
輸
塔
を
囲
う
小
堂
に
供
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

調
査
地
付
近
は
南
大
門
外
に
あ
た
る
が
、
草
創
以
来
の
東
大
寺
境
内
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
興
福
寺
僧
の
卒
塔
婆
堂
が
付
近
に
存
在
し
た
可
能
性
は
高
い
。

こ
れ
は
東
大
寺
と
興
福
寺
の
戦
国
末
期
の
関
係
を
示
す

一
資
料
と
な
ろ
う
。
そ

し
て
近
世
初
頭
の
南
都
諸
寺
の
再
編
の
な
か
で
卒
塔
婆
堂
が
解
体
さ
れ
、
そ
れ

に
伴

っ
て
、
池
に
卒
塔
婆
が
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

な
お
釈
文
は
和
田
率
氏
に
よ
る
。　
ま
た
東
大
寺
史
は
堀
池
春
峰
氏
、
『
多
聞
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院
日
記
』
の
記
載
は
水
野
正
好
氏
、
卒
塔
婆
に
つ
い
て
は
藤
澤
典
彦
氏
に
多
大

の
ご
教
示
を
賜
わ

っ
た
。

９
　
関
係
文
献

和
田
　
率

「東
大
寺
三
社
池
出
上
の
絵
塔
婆
」
翁
仏
教
史
学
研
究
』
三
四
十

一

一
九
九
一
年
）

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館

『
大
和
を
掘
る
―
十

一
九
九
〇

年
度
発
掘
調
査
速
報
』
全

九
九
一
年
）

（今
尾
文
昭
）

（釈
文
）

順
教
房
法
印

崎
　
逆
修
興
兼

天
正
六
戴
七
月
十
日

翁
寧
楽
』

一
四
　
一
九
二
一
年
、
に
よ
る
）

奈
良
・
藤
原
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
高
殿
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
六

一
次
調
査
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
四
月
を
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
蔦
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
牛
川
喜
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
を
八
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
藤
原
官
大
極
殿
院

・
内
一異
の
東
外
郭
東
側
お
よ
び
東
方
官
衝
地
域

の
西
辺
部
に
あ
た
り
、
調
査
は
第
四
次
調
査
区
の
北
に
接
し
て
調
査
区
を
設
け

て
実
施
し
た
。
調
査
面
積
は

一
一
〇
〇
ド
。

検
出
し
た
遺
構
は
弥
生
時
代

・
藤
原
官
期

。
平
安
時
代
お
よ
び
中
世
に
属
す

る
。
藤
原
官
期
の
主
な
遺
構
に
は
、
大
極
殿
院

・
内
裏
外
郭
の
東
を
限
る
南
北

掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ
八
六
五
、
Ｓ
Ａ
八
六
五
の
東
方
に
位
置
す
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
八
六

九

。
東
大
溝
ｓ
Ｄ
一
〇
五

。
南
北
溝
ｓ
Ｄ
八
五
〇
の
三
条
の
溝
、
東
方
官
行
の

西
を
限
る
南
北
塀
Ｓ
Ａ
六
六
三
〇
と
官
衛
内
の
掘
立
柱
建
物
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
は
、
ｓ
Ｄ
一
〇
五
か
ら
二
四
点

命
っ
ち
削
暦
五
点
）
、　
Ｓ
Ｄ
八
五
〇
か
ら

五
六
点

（う
ち
削
暦
九
点
）
、
計
八
〇
点
が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
一
〇
五
は
藤
原
官
東
半
地
域
の
基
幹
排
水
路
で
、
最
大
幅
五
ｍ
、
深
さ




